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A 君 は 語る。 

友人の 高 谷 君 は 南洋 視察から 新しく 帰って来た。 日 

本で この ご ろ 流行す る 麻 つ なぎの 内職に 用 い る 麻 は 内 

地 産で ない。 九分 通り は マニラ麻 である。 フィリピン 

群島に 産す る 麻の たぐい はすべ て マニラ麻の 名 を もつ 

て 世界に 輸出され ている。 高 谷 君が 南洋へ 渡航した の 

も、 この 製麻 事業に 関係した 用向きで、 もっぱら この 

方面の 視察に ふた 月 あまり を 費して 来たので あった。 



フィリピン 群島に はたく さんの 小さい 島が あるので、 

高 谷 君 も 一 々に その 名 を 記憶して いないが、 なんでも 

ソ ルゴと いう 島に 近い 土地で あると いった。 高 谷 君が 

もと ふね 

元 船から ボ— トを おろして、 その 島の 口へ 漕ぎつ けた 

の はもう 九月の 末の 午後で あつたが、 秋 を しらない 南 

洋の 真昼の 日 は、 眼が くらむ ように 暑かった。 si のよ 

うな 海の 水 も 島へ 近づく にしたがって、 まるで コ— 

ヒ ー のよう な 色に 濁って いるの は、 島の なかに 大きな 

河が あって、 その 下流が 海に むかって 赤黒い 泥水 を 絶 

え 間な しに 噴き出して いるから であった。 高 谷 君 は ひ 

とりで 大胆に その 河口へ 乗り込んで、 青い 草の 繁 つた 



日 目に また 一人、 都合 四 人 も 消えて なくなつ たんです 

から、 わたし も 実に 驚きました。 まして 原住民た ち は 

もう 生きて いる 空 もない ように ふるえあが つ て、 仕事 

もろく ろく 手に つかない という 始末で、 わたし も弱リ 

あんばい こ 

切って いますと、 いい 塩梅に 小 半月ば かり は 何事 もな 

いので、 少し 安心す る 間もなく、 六日 前に また 一人、 

今度 は 日本人が 行く え 不明に なつたん です ご 

「日本人が …… 。 やっぱり 夜のう ちに 見え なくなった 

まゆ き 

ん です かご と、 高 谷 君 は 眉 をよ せながら 訊いた。 

「そうです。 いつでも 夜な かから 夜明けまで のうちに 

見えな くな るんで す。 今まで は Is 住民に 限られて いた 



はない かと も 考えた が、 蛇 も 火 を 恐れる 害で ある。 殊 

に 夜な かに 這い 出して 来る かどう かも 疑問であった。 

鰐 も 陸へ あがる ことがある。 あるいは 鰐で はない かと 

いう 説 も 出た が、 ここらの 原住民 は 鰐に 就いては 非常 

に 神経過敏で あるから、 その 匂いだ けで もす ぐに それ 

と覚る ことが 出来る。 原住民 は 決して 鰐で はない と 主 

張して いる。 では 大蜥蜴 かとい う 説 も 出た が、 とかげ 

が 人 を 喰おうと は 思われない。 たとい 喰った としても、 

骨 も 残さずに 呑み込んで しまう 害 はない。 結局 それ は 

野蛮人の 仕業であろう という ことにな つたが、 丸 山 は 

まだ それ を is じない らし か つ た。 



雷雨 は それから 三十 分 ほどの 後に 晴れて、 明るい 月 

< ま 

が 水 を 照らした。 ふたり は 堤から 麻 畑 を 隈なく 探して 

あるいた が、 その 結果 は、 いたずらに 疲労 を 増す ばか 

りであった。 ふたり はもう 我慢に も 歩かれ なくなって、 

這うよう にして 小屋に 帰って、 そのまま 寝床の 上に 倒 

れて しまった。 

夜が あけてから 労働者が 戻って 来た。 かれら は ゆう 

ベの 話 をき いて 蒼くな つた。 大勢が 手分け をして 捜索 

に 出た が、 勇 造の 行く え はどうしても 判らなかった。 

い つまで もこ こに 残って いる わけに もい かないので、 

高 谷 君 は その 日の 午後に 麻 畑の 小屋 を 出た。 別れる と 
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